
江東区立八名川小学校 

  令和４年度 総合的な学習の時間 第５学年 指導計画 
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【記号の見方】☆…つかむ ○…調べる ◎…まとめる ●…いかす □…ステップ２以降の過程 

「未来のまちづくり」（15 時間） 

【地域人材・関係機関】 
・区役所温暖化対策課 ・各町会     

【ねらい】 
自分たちがくらす地域のよさと課題に気付き、自分たち

のまちづくりを発表することで、持続可能な地域社会につ

いて考える。 

【地域人材・関係機関】 
・ＣＳ ・江東区役所 ・各町会 

「カーボンマイナスこどもアクション」（３5 時間） 

【ねらい】 
カーボンマイナスこどもアクションプランをきっかけに，

自分たちが環境問題を解決するためにできることを実践し

ていく。 

〈ステップ１〉 

☆ゲスト（区役所温暖化対策課の方など）のお話をうか

がい，地球の環境の課題に気付き、問いをもつ。 

○カーボンマイナスに効果的な活動にどのようなもの

があるか調べる。 

○区役所で行うカーボンマイナスこどもアクションプ

ランに取り組む。 

◎地球温暖化を防ぐために自分たちが取り組んだこと

を振り返り，発表準備をする。 

●地球温暖化を防ぐために自分たちが取り組んだこと

を振り返り，他学年に伝える。 

〈ステップ２〉 

□Pepper を活用して課題解決を目指す。 

〈ステップ１〉 

☆世界のステキなまちと自分たちが住む町の良さを調

べて、よりよいまちづくりに向けた問いをもつ。 

○自分たちが住む町のよさや課題について、地域を探索

して再発見する。 

○テーマを決めて、まちづくりの構想を話し合う。 

◎考えたまちについて学年でまとめ、発表準備をする。 

●考えたまちを発表し、振り返る。 

〈ステップ２〉 

□まちづくりの専門家のアドバイスをもとに，まちづく

りの内容を練り直す。 

□グループに分かれて様々な表現方法で未来のまちを

つくり、発表し、考えを深める。 

【地域人材・関係機関】 
・パルシステム東京 ・河合米店 

プログラミング教育・表現活動(20 時間) 

「米を活かすくらし」（10 時間） 

【ねらい】 
社会科で学習した米作りの内容を踏まえ，米をよりく

らしの中で活かす方法を考え，実践していく。 

〈ステップ１〉 

☆社会科の学習を生かして、米農業に関わる方の話を聞

き，米の良さや今の課題について知る。 

○米を活かすくらしに必要なことを調べる計画を立てる。 

○調べたり試したりしながら，米を活かすくらしについて

考える。 

◎調べたことをまとめ，学年で意見交換を行う。 

◎米を活かすくらしについて自分たちで調べたことを再

考して，発表準備をする。 

●調べたことを発表する。 

〈ステップ２〉 

□友達の発表から学んだことを自分の家で実践し，その様

子を報告し合う。 

□自分の学びを振り返る。 



 

 


